
R. Browningの詩に見られる愛の挫折

渡 邊 清 子

は じ め に

"Loveisbest"(I)と真心から自信をもって,高らかに愛の賛歌を,生涯を

通して歌い続けた詩人はBrowningをおいて英文学史上まれであると思う.

彼はこよなく人を愛し,人間に興味を持ったが,彼は特にプラトンが ｢饗宴｣

(Symposium)の中で明示したように,男女の精神と肉体の合一が其の愛へ

の道であり,人生の最大なる目的の1つであると確信していた｡つまり彼は

アガべ (Agape)よりエロス (Eros)を中心とするロマン的な愛に重きを置

いたのであった｡彼は愛こそが生命の源泉であるという立場から,多種多様

な異なった側面をもった恋愛詩を多く書き,その重要性を明らかにし続けた｡

彼は実生活に於いてもElizabethBarrettと ｢世紀の恋｣とうたわれた程,

熱烈な愛を体験し,それを実証したのである｡その顛末については前号の

｢紀要｣で取りあげたから,今回は別の角度から愛の挫折を経験した男性達

にスポットをあててBroふningの思想をさく･ってみようと思う｡

〔A〕 Cristina

StopfordA.BrookeはBrowningの挫折に関する詩について次のように

述べている｡"Moreover,optimistashewasinhis丘nalthoughtofman,he

wasdeeplyconsciousoftheironiesoflife,oftheeasewithwhichthings

※本論文に引用される凡ての詩は下記の全集のVol.3及びVo1.4からである｡
SirF.G.Kenyon,(Withintroductionsby);TheWo7血ofRobertBTlDWning;
CentenaryEditionlnTenVolumes,(AmsPress,IncりNewYork,1966)
(1)Kenyon,Vol.3,p.148."LoveAmongtheRuins".の最終行｡
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gowrong,oftheimpossibilityofsettingthemrightfromwithout.Andin

thematteroflovehemarksinatleastfourpoemshowthemotpentwasA

heldandlifewasthereforeconquest."(2)っまりいかに楽観的な人生観をもっ

ていたBrowningでも,思いもかけぬ人生のアイロニーにより足もとが掬わ

れ,不幸のどん底に落ち入ることのあるは百も承知であったというのである｡

殊に彼が恋の道にあっては,いかんともし難い,ままならぬ悲しさや苦しさ

のあることを見逃す筈はなかった｡しかし彼の主人公達は恋に破れてち,決

して青いため息をついたり,意気消沈したりすることは殆どなかった｡彼ら

は必ず何らかの解決の道を見出した｡そり例として,まず名高い"Cristina"

の主人公の場合はどう.であったか見てみたい｡

"Cristina"は1842年にDramaticLyricsの中に所載,出版された｡8行よ

りなる8つの節を持つこの詩は.美しいCristinaを一目みて心惹かれ,激

しい恋のと-りこになった若者の告白である｡史実によれば彼女はSpainの女

王MariaCristina(1806-78)で,FerdinandVIIの4番目の妻である｡De

Vaneは誇 り高い美貌の女王のことを次のように説明する｡"She was

young,beautiful,passionatelydevotedtopleasure,andshetransformedby

herpresencethegloomycourtoftheoldandsinisterFerdinand."(3)と｡

1833年に王が死ぬ前に,彼女は娘のIsabellaに王位継承の権利をあたえるよ

うに無理に頼み込み,彼女自身は摂政の職に1840年まであった｡後年

cristina'はある陸軍武官と秘かに結婚したが,それが発覚したので退位させ

られた｡彼女はそれから夫のMunozと共にp-マ,ナポリ,バ リーとはで

やかに暮しまわったらしい｡DeVaneは更にBrowningがこの詩を書くに

至った経緯を次のように語る｡"1twasprobably Cristina'sabdication

whichdrewBrownlng'sattentiontoher,andhispoem wasprobably

(2)StopfordA.Brooke;ThePoeLTyOfRobertBrowning(ThomasY.Crowell&Co.,
NewYork,1902)p.256.
(3)WilliamClydeDeVaPe;ABnzt･ningHandbook(F.S.Crofts&Co.,NewYork,
MCMXXXV)p.111.
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writtensoonafterwards.Itisfoundeduponthegreatreputationfor

coquetryenjoyedbythequeen.(4)と.彼によればこの詩はCristinaがその位

を追われてから後の世間を騒がせたなまめかしい奔放な生活振 りに

Browningが目をつけ.それをもとにして書いたのだろうとのことである｡

しかしKenyon(5)はDeVaneと異なった見解をもつ｡KenyonはBrowning

は上記に述べられた'ようなCristinaの行跡等問題にせず,ただ美しい女王

を主題とし,しかも彼女がまだ女王であった時にこの詩を書いたのだろうと

推則している｡

さて,この事実の詮索はともかくとして,1人の若者の語る言葉として詩

の内容に立ち入ってみよう｡1行目は誠に奇抜とも思われる言葉より始まる｡

Sheshouldneverhavelookedatme

lfshemeantIshouldnotloveher!(6)

つまり｢もし私が彼女を愛していけないというのだったら,彼女はあんな

日付でこちらをみるべきでなかった !｣という程の意味である｡

それから続くSt.Ⅰの内容は次の如くである｡美しい女王の瞳が思いのた

けを語ろうとしても,心動かさぬ男性はいるかも知れないが,私はそうでは

ない｡彼女がまわりの男性を見まわしてから,特に私に目を止めた時,私は

激しい愛を感じた｡女王も私に対して好意の日差しをむけられた苦だ,と若

者は信じる｡

(St.ⅠⅠ.)｢何ですって?彼女が私を見つめた時,何の意味もなかっただな

んて?｣("Wh at?To丘Ⅹmethusmeantnothing?")と若者は彼の告白の聞き

手から反問されたであらうことに答える｡｢しかし私にはその日が何を示し
た*しい

ていたか説明出来ないが,たしかに私の霊魂との合一を願って楯を含めてい

た｡｣と彼は自分が自惚れているかも知れないと遠慮しつつも言わざるを得

(4)ibid.,p.111.

(5)F.G.Kenyon;Vol.3,p.xvi.
(6)ibid..Vol.3"Cristina"pp.134-36.



ない｡("ButIcan'ttell(there'smyweakness)/Whatherlooksaid!")

(St.ⅠⅠⅠ.)人間はこの世ではほんとに悲惨きわまる存在であるが,神から
I:*しい

与えられた愛の一瞬を見失ってしまう程みじめではない｡もし我等の霊魂の

真の賜物が,偽物の賜物を明確に区別することが出来るならば,あるいは又,

我等の霊魂が己の勝利への正道を追い求めているのか,又は滅亡への邪道を

辿っているのかを知ることが出来るならば--と若者は考える｡

ⅠⅠI

Oh,we'resunkenoughhere,Godknows!

Butnotquitesosunkthatmoments,

Suretho'seldom,aredeniedus,.

Whenthespirit'Strueendowments

Standoutplainlyfromitsfalseones,

Andappriseitifpursulng

Ortherightwayorthewrongway,

Toitstriumphorundoing.(St.ⅠⅠⅠ)

(St.ⅠⅤ.)若者は更に考えを深めて行く｡

例え暗夜の中にあっても閃光のような,又真昼にきらめく炎のようなもの

に比すべき霊感が突如として我らに訪れることがあるO(Thereareflashes

struckfrommidnights,/Thereare丘re･8amesnoondayskindle,")そのよう

な霊感に触れる時,我等が長年かけて積み上げた名誉等空しくなり,脹れ上

がった野心も縮んでしまう｡("Wherebypiled･uphonoursperish,/Whereby

swollenambitionsdwindle,")いっほうこれに反して,初めて十分に味うこ

との出来た些細なこの愛の霊感は今まで無に過ごした過去の一生の中で哩一

最高の業績のように思われる｡("Whilejustthisorthatpoorimpulse,/

Whichforoncehadplayunsti鮎d,/Seemsthesoleworkofalife･time/

ThatawaytheresthavetrinedJ')つまりこの若者は女王の熱い日差しを浴

びた時,吉葉で言いつくし得ない,生れて初めての激しい心のときめきと強
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い衝動とをおぼえたというのである.その一瞬が彼の一生の中での最高最善

の時であって,あとは取るに足りないものであるとの自覚を強めたのである｡

(St.Ⅴ.)Cristina女王の方でも確かにこの霊魂 (soul)がずっと昔から存

在していたことを認めている筈だ,と若者は信じるので,彼の言うことに耳

を傾けている人の疑問に答えて次のように言う｡

Doubtyouif,insomesuchmoment,

Asshe丘Xedme,shefeltclearly,

Agespastthesoulexisted,

Hereanage'tisrestingmerely,

Andhence8eetsagainforages,

Whilethetrueend,soleandsingle,

Itstopshereforis,thislove･way,

Withsomeothersoultomingle? (St.Ⅴ)

即ち女王はその霊魂は昔あった (存在した)ばかりでなく,今の束の間の

一生の間にも存在し,その後にも未来永劫に存在し続けると信じている｡し

かもその霊魂が現世に止まる唯一のまことの目的は,他の霊魂と恋の道で結

ばれることである,と認めているのは疑いないと彼はいう｡このSt.Ⅴこそ

はまさにBrowningの恋愛観がPlatonismによるものであることを証明し

ている,と言ってよいと思うのである｡更にBrowningは若者の告白を通し

て,彼の思想を展開して行く｡

(St.ⅤⅠ.)もしそうでなければ霊魂の生きる目的はなくなり,永久にそれ

を失くしてしまうことになる｡前途に愛以外に望む日当があると思うかも知

れないが,それを望めば破滅である｡だからCristinaは私の目をみた瞬間

に閃めいた霊感によって,2人の霊魂は結ばれるにちがいないと考えたのだ,

と若者は確信する｡

EIseitloseswhatitlivedfor,

Andetemallymustloseit;
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Betterendsmaybeinprospect,

Deeperblisses(ifyouchooseit),

Butthislife'sendandthislove-bliss

Havebeenlosthere.Doubtyouwhether

Thisshefeltas,lookingatme,

Mineandhersoulsrushedtogether? (St.ⅤⅠ)

(St.ⅤⅠⅠ.)おお,しかし見よ!彼女の胸に閃めいた苦の悟りの光も,一瞬

点された燃ゆる煩も,この世の名誉心のために噸けられ,永遠に踏み消され

てしまった｡("Oh,observe!Ofcourse,nextmoment,/Theworld's

honours,inderision,/Trampledoutthelightforever:")Browningはここ

で一寸皮肉っぼくなる｡彼によればすべての者が悟ったまま,嬉々として,

生活することになれは,それは悪魔のよしとするところではない｡それ故悪

魔は人々が悟りを刺郡的なものとして葬り去らせようと企てる,ということ

になる｡Cristinaも花咲くべく折角あたえられた愛の恵みを,華やかな生活

のため棄ててしまったのであった｡だから恐れ,思い惑う必要は全くないの

だ｡それとは別に神の秘義 (God'ssecret)を素直に直観し,受け入れた者

はそのかち得たもの (prize)を更に一層大事にさせられる,と励まされる｡

("-MakingthosewhocatchGod'ssecret/Justsomuchmoreprizetheir

capture!")

(St.ⅤⅠⅠⅠ.)(前述の)当のその者こそ私である｡その秘義を私は勝ち得

た !彼女は私から目を反らすことによってあの大切な刺那の愛を忘れてしま

った｡そして私を失くしてしまった｡しかし私はその剰那の霊感を真をもっ

て,しっかり受け止めたので,精神的に彼女を私のものにした｡だから私は

愛する霊魂と瞬間一体になれたはかりでなく,永遠に愛の閃きを保持し続け,
たましい

私の霊魂は完全な完成されたものとなり得た｡私はこれをもって余生を送る

ことになるであろう,と若者は高らかに次のように歌う｡
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SuchamI:thesecret'sminenow!

Shehaslostme,Ihavegainedher;

Hersoul'smine:andthus,grownperfect,

Ishallpassmylife'sremainder.(St.ⅤⅠⅠⅠ)

この詩は始めからSt.ⅤⅠⅠに至るまで,その用いる用語も内容も,いつも

のBrowningらしく難解で苦労させられたが,やっとSt.ⅤⅠⅠⅠになって前半

の4行は平易になり,読みやすく,詩全体を引き締め要約してくれている｡

この詩の主人公はその霊魂の目指す最高のたまものを以上の如く獲得したの

だから,もはやこの現世は彼にとって用途のない仮りの宿になってしまい,

平安とやすらぎににたものをおぼえるのであろうか｡Browningは次のよう

に結論している｡

Lifewilljustholdoutth占proving

Bothourpowers,aloneandblended:

Andthen,comethenextlifequickly!

Thisworld'susewillhavebeenended.(St.ⅤⅠⅠⅠ)

Edward Berdoeはこの詩についての評釈をするにあたって最初 に

Browningの恋愛観の真髄を手短かに説明している｡これはすでにこの詩の

中でかなり明らかにされているが,筆者がこれからとりあげる彼の他の詩全

体にも流れる根本思想であるから,くどいようでもそれを引用しておく｡

Thepassionoflove,throughoutMr.Browning'sworks,istreated

asthemostsacredthinginthehumansoul.Wearehereforthe

chanceoflovingandofbeingloved;nothingonearthisdearerthan

this;totrinewithloveis,inBrowning'seyesthesinagainstthat

DivineEmanationwhichsancti丘estheheartofman.(7)

(7)EdwadBerdoe;TheBrowningCyclopaedhl(GeorgeAllen&UnwinLtd.,London,
1931)pp.120-121.
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(前記の要約｡Browningにしたがえは愛の熱情は人の霊魂の中で最も聖

なるものであって,我らはひとを愛し,愛される機会を得るためにこの世に

ある｡それ故これに勝る尊いものはない｡愛を軽んずるものは人の心を聖め

る神意を冒涜するものである,と言うことになる｡)

Berdoeは更に言葉を続け C̀ristina"に言及する｡"Themanorwoman

whodissipatesthecapacityforloveisthedestroyerofhisorherown

soul;the別rtandthecoquettearethelosers,-theforsakenonehassaved

hisownsoulandgainedtheother'saswell."(8)っまり男でも女でも愛の情熱

を乱費し,遊蕩に耽けるならは,彼又は彼女はその霊魂を破滅させる｡放縦

と裾を売るものは敗者となり,反対に棄てられた男こそ彼自身のたましいを

救い,相手のそれをも我がものとすることになるのだと述べ,Browningが

よく用いる"poeticirony"がここでも用いられていることを指摘する｡

SutherlandOrrもBerdoeと同様にこの点を認め,かの若者は恋の挫折を

経験したけれど,恋を知ったことにより彼の存在は豊かに,そして完成され

た,("-theexistenceofthemanisenrichedandperfectedbyit.")と述

べている｡そしで T̀hispoeticalparadoxisthestrongpointofthe

poem,"(9)とのコメントを残している｡

〔B〕 TheLostMistress(失われた愛するひと)

(Kenyonの全集Vol.3,p.137)

Mrs.Orrは"Cristina"の中心課題を"Loveasthespecialgainoflife"と

し,"The Lost Mistress"のを"Love as the completeness of

self･Surrender"(10)としたが,彼女の言うようにこれは恋人としての愛を拒ま

れ,｣友情としての交際のみを許されたある中年の男の悲しい挫折感を述べた

(8)Z'bid.,p.121.
(9)Mrs.SutherlandO rr;AHandbookToTheWoy.ksOfRobertBy.owning(G.Bell
AndSons,London,1927)p.225.
80)ibid.,p.224.
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詩である｡男は胸に燃え上がる恋人に対する熱い思慕の情を抑制し,男らし

く,謙虚に耐えているが,その心理がよく描かれているので高く評価されて

いる｡この詩は1845年にBelbandPomegym2ateS,PartVLIの中にはじめて

出版された各4行,5節からなる短詩である｡この書かれた時と内容とから

推定して,Devaneや DallasKenmareはこの詩はBrowningとElizabeth

Barrettとの恋愛事件と何らかの関係があるとみなしている｡

Devaneは"Thepoem maywellbefrom apprehendedexperience.

Browning'stoosuddendeclarationofhisfeelingsforMissBa汀ett,after

their丘rstmeetingonMay20,Startledheralmostintobreakingoff

relationswitllhimaltogether,Thepoemwastransmutationofexperience

intopoetry…."(ll)と主張する｡
レイ

Browningはかねてより閏秀詩人として令名の高かったMiss Elizabeth

Ba汀ettの詩をよく読み,深い敬愛の念をまだ見ぬ彼女に抱いていた｡が

1845年 1月10日に友人JohnKenyonの紹介で彼女に会う機会を得た｡彼が

彼女を一目見た瞬間から彼の霊魂は彼女のたましいを熱烈に愛してしまった

のであった｡病人の身で,しかも6歳年下のBrowningにいきなり熱情溢れ

る便りを連日のように送られたり,真剣に結婚の申し込みをされたりして,

MissBarrettはどんなにか動転したことであろう｡彼女は彼をたしなめろ

ような返事を幾度か書きおくっている｡彼女はおそらく彼にもう会はない方

がよいと考え,例え会ったとしても,友人としてのみ,と宣言したのかも知

れない｡BrowningはKenmareも言うようにこの"TheLostMistress"に托

して愛を拒否された当時の彼の不安な沈痛な心境の片鱗をのぞかせていると

考えてもよいのではあるまいか｡

Browningはすでにもうこの時32歳であり,充分ものの分別のつく年頃で

あった,が問題はElizabethの方にあった｡それ故DallasKenmareの言う

al)Wm.C.DeVane,p.147.



ようにこの恋の挫折は簡単な感情のもつれ等から生じたようなものでなく,

もっと根深い障害が二人の間に横たわっているので,彼の申し出を受けるこ

とは出来ないと彼女は考えていたのであった｡年令の差,再起不能だと思わ

れる病弱の身,頑迷な父親の反対,多くの弟妹達の世話,等々がそれであった｡

"Thisisnotrivialdisputeofmisunderstanding,butadeepandgrave

trouble,re8ectinglnsomedegreethesituationwhenBrowningfirstrashly

declaredhisloveforElizabethBarrett,andwasofferedinreturn

friendship̀only-..thepainofsuchasituationisexpressed,…"(12)と

Kenmareは述べているのである｡

Ⅰ

それでは何もかもおしまいなのか一

誰でもが最初に思っているように

真実というものは苦いものなのか ?

("All'sover,then.･doestruthsoundbitter/Asoneat丘rst

believes?")

と,詩は悲痛な詩人の言葉から始まる｡しかしそれでも彼はなおMiss

Barrettの家の軒場に,おやすみなさい,と噂る雀どもの声に心を止める余

裕を見せている｡("Hark,̀tisthesparrows'good･nighttwitter/About

yourcottageeaves㍗)

､榔

あなたの家の回りに生える蔦の新芽は

洋毛のようだ｡今日私はそれに気がついた｡

もう一日たてば新芽はばっと元気よく

開く｡- あなたはご存じです

その赤い色が,灰色になるということを｡

u2)DallasKenmare;AnEndToDarkness(ANewApproachtoRobertBrowning);
PeterOwenLimited,London,1962)p.153.
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このようにBrowningほ激しく動揺する心を,静かに抑制しながら,一層

控え目な穏やかさと,寛容と忍従をもって彼女に思いを馳せつつ,暫く自然

の変化に目を移す｡Berdoeはこの詩人の心中を推し測 り,次のように称賛

する｡"Acalmsuppressionofintensestfeeling,thequietresignationofa

greatloveinaspiritofhumilityJandsacrifice,byamanwhohascomplete

controloverhimself."っまり彼は彼の受けたひどい打撃が,さ程のものでは

なかった,という風に振る舞う様子が見事に表現されていると言いたいので

ある｡即ち"The pretence ofnotfeeling the blow is･exquisitely

represented,"(13)とはめたいのである｡

仰‖

さればこそ詩人は,第3節目で次のような希望的観測を続ける｡しかし彼

は友達として交際を許されただけでもよかったのである｡だから彼は心静か

に ｢それでは明日も又お会いしましょうね,愛する方よ? お手を又とって

もよろしいでしょうか? 私達は互にただの友達同志,- そうですね｡け

れどそのただの友達が,私が断念 した多くのものを保ってく･れているので

す｡｣という｡

To･morrowwemeetthesamethen,dearest?

Mayltakeyourhandinmine?

Merefriendsarewe,-well,friendsthemerest

Keepmuchthatlresigni(St.ⅠⅠⅠ.)

ⅠⅤとⅤ

詩人は恋する人の輝やく黒い瞳の一瞥,一瞥を全力をつくして心におぼえ

ているし,いつか彼女がスノードロップ (ゆきのはな)を返して欲しいと言

った時のあの声も彼の心の中に永遠に残っている !けれど-｡(St.ⅠⅤ)

彼はもはやこれからは彼女と,恋人としてでなく,ただの友達として付き

83)EdwardBerdoe,oP.cit"p.257.
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合って行くよりほかにない,と男らしく忍耐する｡それでも彼は彼の真心を

遠慮勝ちに,だがしっかりと次のように披渡せざるを得ない｡

｢私はあなたとただの友達が話すようにしかお話し致しますまい,ただ思

いのみは強くなるかもしれませんけれど;私は皆のものが許されるだけの長

さしか,あなたの御手を取りますまい,ただかなうならは,ほんの少しだけ

長く!｣と｡

YetIwillbutsaywhatmerefriendssay,

Oronlyathoughtstronger;

Iwillholdyourhandbutaslongasallmay,

Orsoverylittlelonger!(St.Ⅴ.)

DallasKenmareはこの最後の節について次のようにコメントする｡

"Buttruelovewillwaitforever,incool,undemandingfriendship,if

needbe,ifthebeloved,andtheidealoflove,canonlysobeseⅣed."(14)し

かしBrowningは永久に待つことをせず,Elizabethの愛を確かめて後,前

に取りあげたCristinaの所で述べたような哲学的信念に基ずき,万難を排

して,愛の力で死の恐怖におののいていた彼女を再起させた｡それから彼女

の弟妹の助けを得て,秘かに結婚し,手を携えて,ヨーロッパに旅立って行

った｡これはあまりにも有名な話である｡

ArthurSymonsはこの詩を"Thisisoneofthoselove･songswhichwe

cannotbutconsideramongthe.noblestofsuchsongsinallLove's

language."と過分すぎる程絶賛し,更に次の解説を加える｡"Thesubjectof

'unrequitedlove'hasprobablyproducedmoreeffusionsofsickly

sentimentthananyotherslnglesubject.ButBrowning,whohasemployed

themotivesooften(here,forinstance,andyetmorenotablyin'TheLast

RideTogelher')dealswithitinawaythatisatoncenoveland

04)DallasKenmare,oP.cit.,p.153.
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fundamental."しかもこの詩にば T̀hereisnotalk,amonghislovers,of

b̀lightedhearts,'nowhiningandpuling,nocontemptibleprofessionsof

contemptforthewomanwhohashadtheill-tastetorefusesome

wondrous･conceitedlover,butanoblemanlyresignation,aprofoundand

stillgratefulsorrowwhichhasnotouchinitofreproach,notoneof

disloyalty,andnopretenceofdespair."(15)Symonsの指適するように愛の挫

折を取り扱った詩は,ともすると病的なセンチメントの放出を兄がちである｡

しかしBrowningのこの詩にはそれがないのは救いである｡彼は愛の挫折に

組み伏せられることをよしとしない,気骨のある詩人であったからである｡

〔C〕 AndreaDelSarto

"AndreaDelSarto"は前述の2つの詩とは少し異った趣から,1人の画家

が愛故 に芸術的な堕落の道をた どる様 を,Browning独特 な見事な

dramaticmonologue(劇的独自)の形を用いて描いてみせる｡この詩は

1855年にMenandWomenの中の1編として出版されたのである｡

RobertとElizabethBrowning夫妻がFlorenceに滞在中,親交の厚かっ

たJohn KenyonからPittiPalaceに陳列 されてあるAndreaと彼の妻

Lucreziaとの肖像画の模写を買って来てほしいと頼まれた｡しかしまだ写

真が普及されていなかった時代のためなかなか模写は手に入らなかった｡そ

れでBrowningはFredericGeorgeKenyonが"Browningwroteandsentin

itsplacethisbeautifulpoem,perhapsthe丘nestofallhisdramatic

monologues,perhapsthesinglepoemwhichonewouldselect,ifrequired,

to representhim."(16)と激賞するこの詩を代 りに書き送った｡同様にA.

Symonsもこの詩は"…isa-translationintosong'ofthepictureknownas

a5)ArthurSymons;AnIntroductionToTheStudyofBy10Wning(J.M.Dent&Sons
Ltd.London,1923)pp.79-80.
06)F.G.Kenyon;Vol.4.p.xvii.
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一AndreadelSartoandhisWife',"(17)と賛えている｡つまりBrowningは依

頼された1枚の絵の代りに,Andreaという主人公の劇的独白,という形で,

-大傑作の詩を物にして,その頼みに答えたというのである｡

BrowningputAndyleadelSbrlointheplaceofhonourinthsecond

volumeofMenandWomenandhegavethepoemameaningfulsub-title,

"CalledT̀heFaultlessPainter.'"(18)とWilliamWhitlaが指摘しているが,

誠にこの ｢誤りなき画家｣という言葉は意味深長で,色々な角度から考えら

れる｡その意味の解明はこの詩を読み進んで行くにつれ,はっきり出来てく

ると思う｡

この詩の原型が1486年頃Florenceの仕立屋の子として生れた画才豊かな

AndreadelSartoの生涯にスポットをあてて書かれたものであるなら当然彼

の生涯を考察してみることが必要となる｡Andreaの生涯の物語は彼の弟子

GiorgioVasariによって書かれたLivesofthePm'ntey:Sの中の最もすぐれた

ものの1つだと言われる｡それによればAndreaは幼い時から金工や木彫職

人のもとに見習奉公に出されたが,それを嫌って画家の所に弟子入りし,12

歳の時画才が認められ,当時一流の画家Piero diCosimoに師事 し,

LeonardodaVinciやMichelangeloのデッサンを研究し,その腕前をあげ

た｡それから日々の生計のため余り足しにはならなかったが教会の壁画を数

多描き名声をとみに高めた｡そして図抜けたその完ぺきな技術的才能

(technicalfacility)のため"thefaultlesspainter(Andreasenzaerrori)と

いう敬称を得た｡それでもなお収入が少なく貧しい老父母を養うのに苦労し

た｡その上彼は1517年頃 (彼が31歳)未亡人で人 目を引 く美貌の持主

LucreziadelFedeと結婚した｡Andreaの画いたLucreziaの美しい肖像は

ヨーロッパ中の主なギャラリのどこにでも飾られている程だと序論で

G7)ArthurSymons;op.Cれ p.105.
u8)WilliamWhitla;TheCeniyuITnLth.･TheIncamationinBT10Wning'sPoetry
(UniversityofTorontoPress,Canada,1963)p.66.
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Kenyonは述べている｡Andrea自身の有名な肖像もかのNationalGallery

に保存されてある筈だし,L前述のPittiPalaceに於いては当然のことである｡

1518年(19)に彼はフランス国王,FrancisIから招かれバリーに赴く.当時

老いていたLeonardodaVinci等を宮廷に集めていた王はAndreaを厚遇し,

彼の天分が充分に発揮出来るように援助を与えた｡しかし芸術を全く理解し

ない彼の妻LucreziadelFedeの切なる願により彼はF16renceに休暇を貰

って帰って来た｡その節に彼は大金を国王に託され,ラロレソスの名画や彫

刻等の美術品を買入れ七くるように依頼されていたが,彼は金のあるにまか

せ妻のため新居を建てたり,ぜいたくな要しをしたりして,金を使い果たし

てしまった｡それ故再びフランスには戻れなくなり,日蔭者的な存在になり

下がり,らまらない絵を書いて暮す羽目に陥ってしまった.さだかではない

が,彼は両親を貧困の中に見殺しにしても,Lucreziaの親兄弟や友達のた

めに暇なく絵を描いて貢ぎ,ひたすら妻の歓心を買おうと務めたらしい｡そ

のため折角の天賦の才に恵まれながらAndreadelSartoは終に世々に伝え

られるべき芸術的な香り高い傑作を多く残すことは出来なかった｡しかしそ

れでも幾多の f̀aultless'な立派な絵画を残さなかったことはなかったことも

事実である｡

Andreaの伝記を書いたVasariが,師の不貞なる妻を良く思わなかった

ことは当然であろうが,彼が後日Lucreziaの不行跡に関して,初版で書い

た記事を改訂したそうである｡もしそうだとすると彼女が一般に言われる程

の悪女でなかったかもしれない｡又AndreaがFrancisIから依託された金

を私用のために消費してしまった,と記されているのを,今日否定する者が

多いとも言われる｡しかしこのBrowningの詩はVasariの最初の記録によ

るものであって,後日とやかく言われるVasariのあらわした伝記とは関係

がないことを明確にしておきたい｡だがKenyonぱ T̀hepoemistrue,both

qg)Andreaが結婚した年,及びバリーに赴いた年等,研究者により異論はあるが,ここで
はKenyonの意見に従っておく｡F.G.Kenyon;Vol.4,p.xviii.
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dramaticallyandbiographically,totheeventsofAndrea'slife."と証し,

又"Browning'spoemistruetoallthatisknownofbothhusbandandwife,

andhas丘Xedtheircharacterandreputationforever."(20)とも言っているの

も面白い｡

さて今までは歴史的人物としてのAndreaDelSartoを見て来たが,これ

よりはBrowningがこの画家をいかに取り扱い,それを基にしていかなる人

物像を創造して行くか,この詩に記された画家Andreaの独白に焦点をあて

つつ,迫ってみたいと思う｡彼の独白は267行にわたる(21)｡

Andreaは開口一番"Butdonotletusquarrelanymore,/No,my

Lucrezia;bearwithmeforonce:/Sitdownandallshallhappenasyou

wishノYouturnyourface,butdoesitbringyourheart?(ll.1-4)(｢もう

争うのは止めにしようoさあ,ルクレージァ01度だけでも良いから我慢し

ておくれ｡さあおすわり｡何もかもすべてお前の希望どおりになるようにし

てあげよう｡｣)と愛妻の怒りを静め,機嫌を取る｡AndreaはLucreziaの

夫が生存中にすでに彼女が持っていた数人の恋人の中の1人であったため,

彼は彼女と結婚後も他の男と彼女が交際しても文句のつけようがない,と観

念している模様である｡今も例の如くLucreziaは彼女の男友達の友達から

Andreaに絵を描いて貰いたいと頼まれたので,そのことで夫妻は争ったら

しい｡彼はその男の注文するような絵を描くことを屈辱的に思うが,美しい

愛妻故に屈服する｡先方が望むままの絵を,望む時に,望む値段で描いてや

ると約束する｡その代りに次回彼女の可愛い手を握る時には,その報酬とし

ての金を握らせてあげる｡この次も手を握らせてくれるかい?やさしくね｡

と言う｡しかしふとAndresは悲しい疲労感のようなものを感じてしみじみ

話しかける~｡

Oh,Ⅰ'llcontenthim,-butt0-morrow,Love∫

価)ibid,p.xviii.
CZl)Ibid.,"AndreaDelSarto"pp.1171124.(thetext)
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Ioftenammuchwearierthnyouthink,

Thiseveningmorethanusual,anditseems

Asif-forgivenow-Shouldyouletmesit

Herebythewind()wwithyourhandinmine

Andlookahalf･hourforthonFiesole,

Bothofonemind,asma汀iedpeopleuse,

Quietly,quietlytheTeveningthrough,

Imightgetupto-mo汀OWtOmywork

Cheerfulandfreshasever.Letustry.(ll.10-19)

｢依頼主のその男を必ず書こぼせてやる｡だが今夜は描かないよ｡私はお

前が考える以上に屡々疲れることがあるのだ｡殊に今宵はね｡いつもよりは

ずっと｡-さあ機嫌をおなおし｡手と手を取り合って窓辺に一緒に坐って半

時間程あの美しい連山に囲まれたフイェゾ-レの町を眺めよう｡結婚したは

かりの若い2人が1つの心になってするように,静かに1晩中過せたなら,

明日はいつものように元気で張り切って仕事にかかれるだろう｡そうやって

みようではないか｣とAndreaは訴えるように話しつつ,彼女の軟らかな手

をまさぐり,美しい顔や姿にあくことなく見入る｡そしで Ỳou smile?.

why,there'smypicturereadymade,/There'swhatwepainterscallour

harmony!"(ll.33-34)とAndreaは芸術家の眼から見ても彼女は完壁な美

しきを備え持っていると,心からはめ賛える｡彼は彼の芸術を全く理解出来

ない彼女が今夕,従兄だと称する男と出かけて行くことを百も承知でいなが

ら,しばしの間それを忘れ,彼女の美に陶酔し,心の安らぎとイソスビレー

ショソを受けるのである｡SutherlandO汀 もそのことにつき次の如く言及

する｡("…hedrinksinherbeauty,and丘ndsinitrestandinspirationatthe

sametime.")(22)それだのに彼女は夫よりも愛する男の所に行こうとしている｡

C2)Mrs.SutherlandOrr;op.cit..p.250.
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心,ここにあらずという調子である｡

とかくするうちに暮色が辺りを支配し始める｡"There'Sthebellclinking

fromthechapel･top;/Thatlengthofconvent-wallacrosstheway/Holds

thetreessafer,huddledmoreinside;/Thelastmonkleavesthegarden;

daysdecrease,/Andautumngrows,autumnineverything."(ll.41-45.)

Andreaはこの深まり行く秋の夕碁の静けさの中に妻と坐しつつ,2人の華

やかなりし過去を振り返り,斜陽の時代を迎えねはならなくなった理由を深

い悔恨とあきらめを持って語り続ける｡

Acommongreynesssilverseverything,-

Allinatwilight,youandIalike

-You,atthepointofyour丘rstprideinme

(That'sgoneyouknow),butI,ateverypoint;

Myyouth,myhope,myart,beingalltoneddown

ToyondersoberpleasantFiesole.(ll.35-40)

つまり彼はお前も,私も,すべてのもの皆が同じような銀鼠色の暮色に包

まれてしまったというのである｡批評家達はよくこの35行目の1行がこの詩

の基調になっていると強調する｡Andreaは更に ｢お前の知っているように,

初めの頃お前は私に満足し,誇りをさえ感じていてくれたが,それはなくな

ってしまった｡しかし私の場合は,私の若さも,望みも,技も,皆向うのフ

イェゾ-レの丘のくすんだ彼方にはかされて色あせてしまった｣と欺く｡彼

はあたかも彼の絵や彼自身,又生れて来て彼がなすべき箸であった仕事も皆,

1幅の秋の夕暮れの色をたたえた絵の如きものであったと嘆息する｡それか

ら彼は突然 ｢愛しき人よ｡私達2人は神の御手の中にあるのだ｡神様が私達

に踏みゆくべく与えられた人生は,何と不思議に見えることだろう｡私達は

いかにも自由そうに見えるが,実際はそうではなく,しっかりと縛られてい

る!神様が足かせをおつけになられた｡だからそのままにしておこう｣とlぁ

きらめに似た,しかしある達観した境地を述べる｡
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…Love,WeareinGod'shand.

Howstrangenow,looksthelifehemakesuslead;

Sofreeweseem,sofetteredfastweare!

Ifeelhelaidthefetter:letitlie!(ll.49-52)
カセ

しかし彼のいう伽とは何であったらうか｡ともかく彼はLucreziaに部屋

の中に並べてある彼の全作品を振 りむいてよく見るように促す｡｢お前には

私の芸術はわからないであらうが,人々がどんな風に評判しているか位は耳

に入るだろう｡--ほら,あのマドンナをみてごらん｡あれこそはんものだ｡

ああいう風に書くべきだ｡｣と自慢する｡("-turnyourhead-/Allthat's

behindus!Youdon'tunderstand/Norcaretounderstandaboutmyartノ

Butyoucanhearatleastwhenpeoplespeak:…/Itisthething,Love!so
suchthingsshouldbe-/BeholdMadonna!-Iamboldtosay."ll.53-59.)

Andreaは説明しているうちに調子ずき,熱を帯びて話し続ける｡｢私は

絵筆をとれば,知っているもの,見るもの,心の奥から書きたいと思 うもの,

それはめったにないことだが,それらを何でも描ける｡しかも完壁にだ｡先

週法王の使節がなんと言ってはめてくれたか知っているだろう｡フランスに

いた時も大評判だったのだよね｡とにかく絵を描くことはたやすい仕事だ｡

今私は下図を初めに描くことも,習作をする必要もない｡それは私が昔やっ

たことだ｡｣と胸を張ってみせる｡｢私は多くの絵かきが,生涯をかけて苦し

ち,もがきつつ描き,失敗しては又措く,そんな絵は私にはすく･描いてしま

える｡このFlorenceの市中だけでもこのように苦しんでいる絵かきはお前

のその指の数の2倍もいる｡ちょっとしたつまらない駄作でも彼らには骨が

折れる｡効果が上がらないものなんだ｡しかしそれでも不思議なことに例え

彼等の描いたものが不充分なものであっても,形以上のものを描き表わすこ

とが出来る｡それだのに苦労しないで描ける私の絵にはそのようなものがな

い｡ルクレージァ,私は裁かれている｡｣("Lucrezia:Iamjudged")と自

らの欠けたる点を正しく評価し,かえりみる｡
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TherebumsatruerlightofGodinthem,

.Intheirvexedbeatingstuffedandstopped･upbrain,

Heart,orwhate'erelse,thangoesontoprompt

Thislow-pulsedforthrightcraftsman'shandofmine.(ll.79-82)

つまりAndreaは,彼等画家を悩ませ,苦しめ,勤博を打たせる,詰まっ

て,塞がった彼らの頭脳の中に,あるいは心の中に,それとも彼らのほかの

何かの中に,神様の真実の光が燃えている,と考える｡それだのに彼自身は

落ちついて,全く狂いのない,冷静な職人になり下がって,手を動かしてい

るだけだということを認めざるを得ない｡

Theirworksdropgroundward,butthemselves,Iknow,

Reachmanyatimeaheaventhat'sshuttome,

Enterandtaketheirplacetheresureenough,

Thoughtheycomebackandcannottelltheworld.(ll.83-86)

彼らの作品の描き方も,手法も,到底私のに及ぶ所はない｡しかし彼らに

紘,私に全く閉ざされている天上の世界を飛糊する精神的な何ものかがある｡

彼らはその天的な世界が何であるか説明することが出来なくても,しっかり

その中の坐席を占めることが出来るのである｡"My works are nearer

heaven,butIsithere."それに反し私の作品は高く評価されるかも知れない

が,私は (私の精神は)この地上に止まっている,と欺く｡

他の画家達は自分達の絵に関する世評に対し敏感に反応する｡しかし

Andreaは彼の信じるままに,心の赴くままに描き,世評には無頓着であっ

た｡しかしそこには何ら精神的な理想の追求とか,己を越えたものに対する

憧憶の念など全くなかった,と自らの欠点を又もや正視する｡

Ah,butaman'sreachshouldexceedhisgrasp,

Orwhat'saheavenfor?Allissilver･grey

Placidandperfectwithmyart:theworse!(ll.97-99)

Andreaは以上の様に彼のいつわらざる心境を述べる｡要約すれば次の通
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りである｡ああ,私は他人の褒乾に一喜一憂しないが,人たるものは自分の

力の及ばぬほどのあこがれを持っていなければならない｡(人の理想や目的

はその手の届く所を超越した所のものでなければならぬ｡)もしそうでなけ

れば天は何のためにあるのだろうか｡ところが自分の技を見てみるがよい｡

どこにも黄金の輝きを持つものはなく,すべてが落ちついた完全な銀鼠色で

ある｡それが駄目なのだ,というのである｡Browningはここで又前述の1,

35でみた よ うに,"silver''と"grey"と言 う言葉を用 いている｡これは

Andreaの芸術家としての欠陥は暮色 (greynessとsirver-grey)色に包まれ,

それに埋没していることだ,ということを暗示し,彼はfaultlessだが,輝

やきのないSOullessなartistであると評しているのではないかと思われる｡

SutherlandOrrはAndreaの芸術に言及し,"...helackedstrength and

loftinessofpurpose;andasMr.Browningdepictshim,ispainfully

consciousofthesede丘ciencies"(23)と述べているが,正にそのとおりである｡

Browningは彼の描くAndreaDelSartoの持つ大方のこれらの弱点は許

せるとしても,芸術家としてsoullessであることはそんなにたやすく見逃す

訳には行かなかった｡その理由は彼の"RabbiBenEzra"という長篇の人生

哲学的な詩をのぞいてみれば明らかにされると思うO彼はこの作品の中で

我々人間が動物 (brute)より優れ,異なっている点は,我々が神と結び合

い,有限なるものを,無限なるものに,結びつけようと努力する所にある｡

しかもそれがならないのを悲しみ,それ故に更に神に,∵より高きに,近ずこ

うと努力する所に,人生の尊さがある｡この人生の苦痛を味わったことのな

い人には,人生の秘義は解し得ない｡悲哀と苦痛を忍んで,努力して流した
たましい

汗と涙は尊い｡これがなければ霊魂 (soul)は充分に発達し得ないだろう,

という(24)｡このことはAndreaにはよく認識出来なかったらしいが,彼に欠

けていたのは正にこの苦労を重ねて,より高き理想と日的とを追い求めて精

伐3)ibid,p.249.

04)F.G.Kenyon;Vol.4,"RabbiBenFzra",st.ⅠⅤ-VII.p.262.
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進することであった｡これが欠けていたからこそ,彼の作品には生命力がな

く,人に訴える何かが欠けているとBrowningは判断し,Andreaをして深

い反省の言葉を度々言わしめている｡さらに彼は積極的に"WhatIaspired

tobe,/Andwasnot,comfortsme;"(｢我,憧れて求めたれども,得ざりし

もの,我を慰む｡｣)(st.ⅤⅠⅠ.)とBenEzraが言ったのようにAndreaにも

言わせたかったのではないかと想像できる｡しかしAndreaはそのようなこ

とを思うだけのartistではなかった｡Browningは彼の傑作"Saul"の中の語

り手Davidに"This;-'tisnotwhatmanDoeswhichexaltshim,butwhat

manWoulddo!"(25)(｢人を高めるのはその人のなすところによらず,その

なさんとする所にある｡｣)と言わせているが,彼は彼の描いているAndrea

を不潤に思いつつ,自分の日頃からのこの考えをこの場合にも反奏してみず

にはいられなかったのであろう｡

Browningは常に種々なる人々,つまり人間そのものに最大の関心と興味

をもっていたことは誰れLも知る所である｡彼は人の外面はかりでなく,人

の心の奥底までのぞき込み,深い洞察力をもって,その心理を見事に解剖し

てみせる｡この作品に於けるAndreaの心の動きに対しても彼は単に上記の

ような文芸批評家の眼で観察するだけでなく,血の通った弱点だらけの人物

像を,理解と同情をもって描いて行く｡

Andreaは妻の美しい手を愛撫しながら,VasariにおくられたRafael

(Raphael)の措いたMadonnaに見入っている｡AndreaはRafaelが国王や

法王たちに自分の描く絵を見て貰うため,たましいを込め,天よりの助けを

求めつつ描いたことを知っていた｡それ故その絵に篭められたsoulは技術

をはるかに凌駕している｡だが技術の面に限って言えは,それは確かに破綻

を来たしていることをみとめて,次の如く言う｡

Well,Icanfancyhowhediditall,

助 F.G.Kenyon;Vol.3,"Saul",st.,XVⅠⅠⅠ.p.196,1.295.
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Pouringhissoul,withkingsandpopestosee,

Reaching,thatheavenmightsoreplenishhim,

Aboveandthroughhisart-foritgivesway;(ll.107-110)

しかし彼はすぐにfaultlessな絵かきの本領にもどり,あれこれ とRafael

の技術上の拙なさを批判し,私なら直せる,"Icouldalterit:"と虚勢を張る｡

それでも又すぐ,その絵の中にあふれているその生き生きした動き,その識

見,その緊張,それにはとてもかなわない｡とてもかなわない!それにして

もそれは何故だろう,と落胆してしまう｡そしで B̀utalトthe play,the

insightandthestretch-/Outofme,outofme!Andwhereforeout?"(ll.

116-117)と,嘆く｡Andreaは自分に対して,もし妻のLucreziaがRafael

の魂が,あたえられたような絵画の生命の源泉をあたえていてくれたならは,

彼と妻はRafaelと同等の高い領域に達することが出来たであらうのに,と

つけ加える｡("Hadyouenjoinedthemonme,givenmesoul,/Wemight

haverisentoRafael,Iandyou!")(ll.118-119)しかし彼は彼女にそれを求

めても,それを与え得る女性でないことは百も承知していたので,彼女を非

難したり責めようとはしない｡むしろ妻の機嫌をとって,その類まれなる美

貌と美しい声色をもって,彼のために幾度もモデル台に立ってくれたことを

感謝する｡｢お前は私の頼んだことは何でも皆してくれた｡何倍もよくつく

してくれた｡｣と｡("Nay,Love,youdidgiveallIasked,Ithink-/More

thanImerit,yes,bymanytimes.")(ll.120-121)それでもまだ足りないら

しく ｢もしそれに加えて,私の画を生かすためsoulをあたえてくれていた

ら--｣と愚痴をのべる｡Browningはここで,Andreaが妻によらねは芸

術上のinspirationが得られぬ,という優柔不断な不甲斐ない性格をよく表

現していると思う｡

芸術家の妻たちがよくその夫を励ますために言ったように,お前がもし,

｢神とその栄光を求め,金や利得のことを考えないで下さい｡あなたの未来

のことを思えは,現在がそんなに大事なのですか?ミケラン･)ェロと共に名
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菅のために生きて下さい｡ラファエロも待っていますよ｡3人お揃いで神の

御許に,どうぞ !｣即ち

"Godandtheglory!nevercareforgain.

"Thepresentbythefuture,whatisthat?

"Liveforfame,sidebysidewithAgnolo!

"Rafaeliswaiting:uptoGod,allthree!" (ll.128-31)

と言ってくれたのだったら,私はお前のためにそうしただろうに｡そう,そ

う思えるかもしれないが,そうならなかったかも知れない｡万事が神様の御

意志のままだ｡それに従うより外はない｡"Imighthavedoneitforyou.So

itseems:/Perhapsnot.AllisasGodover･rules."(ll.132-33)とAndreaは

意志の弱きと気迫の足りなさを,又もや示す｡

これか ら更にAndreaの悲痛な独自が綿々と続 く｡彼は"…incentives

comefrom thesoul'sself;"(刺戟は自分自身のSOulの奥から涌き出るも

の)とい う自己の欠点の指摘 と反省 とがあたえられる｡つま り自分が

soullessな絵しか描けないのを,妻や他のものの刺戟や励ましの欠乏にかこ

つけるのは誤 りであることを悟らせられる｡その理由としてRaphaelにも

Michelangeloにも妻がなかったではないか,それだのに自分は何故に妻を

必要とするのか,と自問自答する｡この世には,power即ち力があって,何

事でも成し得るのに,それを成し遂げようとしない者がいる,かと思うと反

対に,何か成し遂げようと意志しても,それを思うように成し得ぬ者もいる｡

それ故,不完全な我々人間は苦しむのだ｡前者は ｢力｣を持つAndrea自身,

後者は ｢意志｣をもってもなかなか思うとおりに出来ないRafaelとAngelo

であるが,いずれも価値あるもの,とAndreaは考える｡そして神は分に応

じて,報いや,罰を与え給うと確信する｡

Andreaは自分が′くり(Paris)で,しでかした恥ずべき不始末を振り返り

みる時,神の報いが,厳しく自分に与えられ,貧しく暮している方が心やす

まると述懐する｡というのは,いつも彼は自責の念にかられ,パ リから出て

24



来ている貴族達に会うのがはばかられ,妻が知っているように,終日外出で

きない｡たまたま彼らに街であっても,彼等が横を向いて通りすぎてくれる

と良いのだが,と思うが彼らは時々話しかけてくる｡それでも自分はそれに

耐えねばならないと沈痛な面持ちになる｡

Idarednot,doyouknow,leavehomeallday,

ForfearofchancingontheParislords.

Thebestiswhentheypassandlookaside;'

Buttheyspeaksometimes;Imustbearitall.(ll.Ⅰ45-Ⅰ48)

自分が妻故に犯した罪のため,戦々恐恐としている,いかにも小心で,正直

者のAndreaの姿がBrowningの手によって行間から浮び上がってくるのを

読者は感じるであろうと思う｡

Andreaは人々が自分の裏切 り行為を話題にしても仕方がない;("Well

maytheyspeak!")と観念する｡そして過去の栄光の日々をゆっくり追想

し始める｡Andreaは5年前にFrancisIからFontainebleauの宮廷に迎え

られ,そこで,Rafaelが受けたと同じ栄光を身にうけたのであった｡寛大

にして仁徳高き王の優渥なる恩寵の下で,御側近くはべり,朝臣にかこまれ

て,彼は絵筆を取った｡彼らは王と同じ称賛の目で彼の絵をみてくれた｡そ

んな時たしかに彼の心は時々地上を離れることがあった｡("Isurely then

couldsometimesleavetheground,")(1.151)宮廷人たちはフランス人独特

な眼で,火のように燃える情熱を湛えた眼で彼の描くのを眺めていた｡彼も

彼らの心に刺戟されて,ぐんぐん筆を運んでいたが,その時彼は今,目の前

にあるLucreziaの顔を思い出していた｡̀｢遠くフランスの地にあっても,臥

の仕事の完成を待ってくれているお前の顔をみることが一番の望みであったo

この時こそが私の最良の時,私の王者の日,ではなかったろうか?｣("A

goodtime,wasitnot,mykinglydays?")(1.165)と彼は妻にその当時を

思い出させようとする｡｢その時もしお前が辛抱し切れなくなりさえしなか

ったならば-だが判っている-もうすんだことだ,私の本能がそれでよいと
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言ったのだから｡｣Andreaは切角の登り坂の人生をFrancisIのもとでつか

んでいたのに,彼の愛妻に呼び戻されて帰って来た｡これがそもそもの間違

いであった｡しかし彼はここでも,妻に責任を転化せず,自分で責任を取ろ

うとする｡ここにAndreaの妻に対する愛の深さ,と苦悩が見られると思う｡

次の数行はその時にのべた妻に対する熱烈な愛の表現である｡

Youcalledme,andIcamehometoyourheart.

Thetriumphwas-toreachandstaythere;since

lreachediterethetriumph,whatislost～

Letmyhandsframeyourfaceinyourhair'sgold,

Youbeautiful■Lucreziathataremine!(ll.172-176)

上記の大意- (お前は私に帰るように呼んだ｡それで私はお前の胸に帰って

来た｡栄冠はお前の許に帰り,そこに止まることだった｡志した栄冠を未だ

得ないうちに,お前の胸に戻ったとて,何の不足があろうか｡お前の金髪で

お前の顔を包み,私の手で抱かせてほしい｡私のものである美しいルクレー

チァーよ!)

AndreaはRafaelの描いたMadonnaとAndrea自身が愛妻をモデルにし

て描いたMadonnaを見ながら,あれこれと批評をこころみる｡結極彼は

Rafaelより優れた技量を恵まれ,その上美しい妻を持っている点で幸運裏

ということになった｡Andreaの腕前がよりすぐれている証拠として,以前

に巨匠Michelangelo自らが,Rafaelに向かってAndreaのことをほめたと

いう話を妻に思い出させようとする｡しかし彼女がそれをすら心に止めてい

なかったのを情けなく思 う｡RafaelがかつてVaticanの装飾を唐草模様に

しようと考案し,熱中していた頃Angeloは彼に向かって,もしAndreaに

もRafaelと同様に法王や王からの依頼があったなら,彼の天才は見事に発

揮されるであらうと話したということである｡つまりAndreaの芸術に芽が

出なかったのはchanceがあたえられなかったからでもあり,又機会を逸し

たからでもあった｡それだのに妻にはAndrea'の天才が全く理解されていな
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い不運を彼はかこつ｡彼がながめていたRafaelのMadonnaの腕がやはり

気になるので一寸内緒で直してみせようと,妻にチョークを持って来らせる｡

そして線を引いてみるが,やはりRafaelの魂には及ばない｡｢さすがに

Rafaelだ !消してくれ !｣とその線を消させてしまう｡("Givethechalk

here-quick,thusthelinesshouldgo!/Ay,butthesoul!he'sRafael!rub

itout!")(ll.196-97)やっぱり彼はRafaelの精神力に敗北感をかくせない｡

彼の美貌の妻は夫が画家として大成するための機会があたえられなくても

少しも残念に思うどころか,今のままでいることをむしろのぞんでいる｡

Andreaにとっても,今はもう愛妻の微笑が唯一の慰めとなりはててしまっ

た｡彼は今その微笑を見ながら過したし時間こそは,まことの意義ある1時

間であったという｡("Thishourhasbeenanhour!'')それで彼はもし妻が

今夜のように毎晩一緒にすごしてくれたなら,もっと良い仕事が出来るだろ

うし,もっと多く描き,もっと金をもうけ,お前にももっと多くあげられる

ようになるという｡("Ifyouwouldsitthusbymeeverynight/ishould

workbetter,doyoucomprehend?/Imeanthatlshouldeammore,give

you more.")(ll.205-07)夫の才能も芸術も理解しない妻への愛のため,

Andreaは彼女の金儲けの手段として働く生涯に甘んじなければならないの

である｡いたましい中年男の悲哀が身にしみるようだ｡

Andreaは妻にごらん,夕闇が迫まって来て,ほら,星がまたたき始めた,

と空を見あげる｡Morelloの山も影をひそめ,警備の明りが城壁の辺りに見

える.兵はその名の如くクークーと鳴いている.さあ,もう家の中に入ろう

と夫は妻をうながす｡Andreaはフランスから帰ってから妻と楽しく暮すた

め,家を建てたが,KingFrancisから美術品を買って来るように,と委託

された大金を賛沢に建てる家のため注ぎ込んでしまった｡だが神様は正しい｡

"Godisjust."だから彼等は予期した仕合せは得られない｡Andreaは派手に

建てた家を眺めつつ毎夜,恩恵を受けた王に対して良心の苛責に責められる｡

しかし王は多分許して下さっているだろうから,せめて二人は仲良く愛し合
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って行こうと言う｡

その時,外から先刻の従兄の訪れた気配がする｡"Mustyougo?/That

Cousinhereagain?hewaitsoutside?/Mustseeyou-you,andnotwith

me?Thoseloans?"とAndreaは夏うつになる｡夫にやたらに絵を描かせ,

それを売って,金を得て,従兄たちの賭けの借りを払あせようとするのだか

ら誠にひどい｡しかし彼は又もやLucreziaの微笑で買収されてもよいと思

う｡丁お前の微笑を買うために,明日は何枚でも絵を描こう,どんな高い金

でも払ってあげよう｣とじれったくなる程の忍耐強さで約束する｡だが

Andreaは今宵だけは静かな黄昏の中に坐して,今一度フランスに帰って,

もう1枚だけ,妻をモデルにしない聖母の絵を書きたいので,ゆっくりその

構想をねりたいと願う｡

Andreaは夕方の静寂さの中で自分の一生を振り返ってみてFrancis王に

対する裏切り行為,貧しい両親に対する親不幸等,反省し,心を痛める｡自

分も努力したが,報いられる所が少なく,名のある画家にもなれなかった｡

その代りにしかし,美しい妻をかち得た｡今夜は一切を諦めた老人のような

落ちつきを見出している｡最早不可能なるものへの挑戦はあきらめた0

"Youlovedmequiteenough,itseemsto･night./Thismustsu氏cemehere.

Whatwouldonehave?"(ll.258-59)｢お前に今夜は愛して貰ったのだから,

満足せねばなるまい｡それ以上はのぞむまい｣と思う｡しかし未来には,天

国でもう一度新らしい機会があたえられるかも知れない｡つまり彼は基督者

が赴 くべ き天 国の四方 の壁 に 4大画家即 ちLeonardoとRefaelと

MichelangeloとAndrea自身が筆を揮 うことが出来ると想像する｡しかし

Andreaはここで又袋小路に追い込まれて立ち止まらざるを得ない｡という

のは彼以外の者には妻がいない｡持っているのはAndreaだけである｡それ

故彼はまたこの世に於けると同様に彼らに勝ちを譲らねばならないであろう｡

そして彼等は私に勝つが,私には私の選んだLucreziaがいるからよいと言

う｡つまり彼は名誉や勝利より,ひたすらなる愛に生きる道を選んだのであ
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った.A

･ここでAndreaの隈想は,従兄の吹く口笛で,中断される｡｢行っておや

り｣と彼がいう｡(AgaintheCousin'swhistle!GomyLove.")これでこの

長い独白は終る｡

筆者はこの詩を愛の挫折の一つと考えたのは,限りなき愛を1人の女性に

捧げたAn'dreaの愛が実らず,むしろ利用され,踏みにじられていくのをみ

たからである.しかし愛の挫折の苦い杯を飲み干して後にもな'ぉ,未来の世

まで何より妻を愛し続けるというAndreaは果たして真の意味での敗残者で

あっただろうかoBro&ningのもつ意味はまことに深長であるoKenmare

が指摘するようiこAndreaには素晴らしいものがあると思うのでここに引用

しておく｡その他以下2人の評価も参考のため引用しておきたい｡

"Butwhateverotherattributesmay hav占 been AndreàS,his

courageous,uncomplainingacceptanceofanimpossiblesituationreveals

himas,inhisway,amanofgreatstature.Heunderstandsthefutilityand

inadequacyofblameinthesetragichumansituations,andwouldnot,ifhe

could,blamehislovelywifeLucrezia.(26)

Mrs.0汀 は"…thepoemmightbeclassedascritical.Butitisstillmore

anexpressionoffeeling;thelamentofanartistwhohasfallenshortof

hisideal-0famanwhofeelshimselftheslaveofcircumstance-ofa

loverwhoissacri丘cinghismoral,andinsomedegreehisartistic,

consciencetoawomanwhodoesnotretumhislove.Itistheharmonious

utterance ofa many･sided sadness.… "(27)と評 している｡Symonsは

Browningとしては珍らしい面をもった人を描き出しているのに注目し,吹

の如く述べている｡

06)DallasKenmare;op.cit.,p.154.
㈹ Mrs.SutherlandOrr;op.cit.,p.249.
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Themoodofsad,wistful,hopelessmournfulnessofresignationwhich

thepoemexpresses,isasomewhatrareonewithBrowning'svividand

vivaciousgenius.(28)
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